
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

６月２０日（日）は大谷小学校 14８回目の創立記念日でし

た。明治６年６月２０日に学校として生まれてから、14８歳に

なりました。毎年創立記念日には、校長から子供たちに創立記

念日にかかわる話をしています。 

今年はどんなことを話そうか考えていたところ、校長室から

すぐそばにあるモニュメントが目に入りました。さっそくモニ

ュメントについて調べていくと、現在の大谷小学校の建設が大

きくかかわっていました。新校舎建設当時、大谷小学校建設推

進協議会会長の保利貞雄氏が、「学校建設だより」を平成 9年から平成 12年まで、号外を含めて 9回発

行されていました。読み進める中で、学校建築にかかわる地域の方々の熱い思いに触れ、大谷小学校のモ

ダンで堅牢な校舎がどのような経緯で建設されたのか、書き残すべきではないかと思いました。そこで

「学校建設だより」をもとに、新校舎の建設の経緯を書いてみたいと思います。 

                                  －第 7号に続く― 

↑ホームページ更新

しました。QR コードで

簡単に見られます。 

R3.7.1 
第 6 号 

朝日町立大谷小学校 
校長 奥山 勇 

平成 9年 4月 25日 

建設予定地が秋葉山交遊館隣に決定し、契

約調印式が行われる。 

 

平成 9年 5月 21日 

河北町立溝延小学校と大江町立七軒西小学

校を視察。（平成 8 年度には、酒田市立南遊佐

小学校、寒河江市立柴橋小学校を視察） 

 

平成 9年 5月 31日 

＊視察を踏まえた要望のまとめによると、木造

校舎か鉄筋コンクリート校舎かの議論がな

されています。また、テーマをもった統一性

のある校舎を指向していたようです。 

 

平成 9年 10月 13日 

上山市立中山小学校視察。 

 

平成 9年 10月 13日～ 

敷地造成工事が開始される。 

 

平成 9年 12月 6日 

松山町立地見興屋小学校視察。 

 

平成 9年 12月 8日 

基本事項について町から説明。 

鉄筋コンクリート 2階建て。木のやさしい感

触が感じられる工夫。冬に校舎が山を背負う形

になるので、グラウンドの南側に校舎を配置。

交遊館と一体的な校舎建築になど。 

 

平成 10年 7月 

校舎・体育館・プールの着工の日程が決まる。 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

日 曜 下校時刻 日 曜 下校時刻 

１ 木 15:00/16:00 13 

 

火 15:00/16:00 

２ 金 14:10/15:00/16:00 14 

 

 

水 15:00 

5 

 

月 14:10/15:00 15 

 

 

木 14:10/15:00 

6 

 

火 15:00/16:00 16 

 

金 14:10/15:00/16:00 

7 

 

水 15:00 19 

 

 

 

月 14:10/15:00 

８ 木 14:10/15:00 20 

 

火 15:00/16:00 

９ 金 14:10/15:00/16:00 21 

 

水 11:40 

12 

 

月 14:10/15:00 夏休み（7/22～8/18） 

＝７月の下校予定時刻＝ 

今年度から児童ひとりに１

台タブレットが配置されま

した。タブレット等 ICT 機

器を、文房具のように使う力

がこれからは必要になって

きます。授業では、これまで

のようにコンピュータ室に

行かなくても調べ学習がで

きたり、発表の道具として使

ったりできます。また、授業

だけでなく、休み時間、そし

て家庭に貸し出して、家庭学

習でも使用できるようにし

たいと考えています。幅広い

タブレットの活用をしてい

く予定です。 

⇦６月９日に４年生の発表朝会があ

りました。４年生は割り算の筆算のし

かたを、ホワイトボードを使って説明

しました。大きな声でわかりやすい発

表ができました。聞いた感想を全体で

発表することもできました。 

⇒６月１０日に宗生文庫の本選びが

今年度もありました。故・阿部宗一郎

氏の寄付により、毎年子供たちが本を

いただいています。本屋さんから、た

くさんの本をもってきてもらい、子供

たちは真剣な表情で本を選んでいま

した。

↓６月２２日に山形大学の野口徹先生から、４年生の授業を参

観していただきました。社会科の授業でしたが、生き生きと自

分の考えを発表する姿に野口先生は感心していました。


